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主な内容　平成30年度洋野町社会福祉大会（主催：町・町社会福祉協
議会）が１月26日（土）、町民文化会館大ホールで開催され
ました。
　記念講演では、特別養護老人ホーム光寿苑総合施設長真宗大
谷派碧祥寺住職の太田宣承氏を講師に迎え、「一人十色の人生
観～住み慣れた地域で私たちらしく生きられること～」と題し
て講演をいただきました。

（関連記事２～３ページ）
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平成30年度洋野町社会福祉大会を開催！



～
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
へ
心
を
ひ
と
つ
に
～

平
成
三
十
年
度
洋
野
町
社
会
福
祉
大
会

　

平
成
31
年
１
月
26
日
（
土
）、

町
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
平
成
30
年
度
洋
野
町
社
会
福

祉
大
会
（
主
催
：
町
・
町
社
会
福

祉
協
議
会
）
が
開
催
さ
れ
、
社
会

福
祉
関
係
者
及
び
町
民
等
３
６
２

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
主
催
者
の
水
上
信

宏
町
長
と
奥
寺
保
雄
町
社
会
福
祉

協
議
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
増
進

に
貢
献
さ
れ
た
、
社
会
福
祉
従
事

者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
西
和
賀
町
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
光
寿
苑
総
合
施
設

長
真
宗
大
谷
派
碧
祥
寺
住
職
の
太

田
宣
承
氏
が
「
一
人
十
色
の
人
生

観
～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
私
た
ち

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
こ
と
～
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
行
い
、
ご
自

身
の
経
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
洋
野
町
長
表
彰
…
３
団
体

　
①
社
会
福
祉
奉
仕
功
労

　
　
三
区
い
き
い
き
松
寿
会

�

（
会
長　
船　
渡　
　
　
勲
）

　
　
小
子
内
松
竹
会

�

（
会
長　
南　
　
　
菊　
蔵
）

　
　
小
子
内
は
ま
な
す
ク
ラ
ブ

�

（
会
長　
岩　
脇　
石　
蔵
）

●
洋
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
…
７
名　
11
団
体

　
①
社
会
福
祉
事
業
功
労

　
　
藤　
森　
善　
徳
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
）

　
　
野　
田　
信　
雄
（
社
会
福
祉
法
人

�

み
ち
の
く
大
寿
会
理
事
長
）

　
　
百　
鳥　
富　
彦
（
町
共
同
募
金
委
員�

会
監
事
）

　
　
青　
澤　
一　
義
（
町
老
人
ク
ラ
ブ

�

連
合
会
会
長
）

　
　
野　
中　
公　
男
（
町
老
人
ク
ラ
ブ

�

連
合
会
監
事
）

平成30年度洋野町社会福祉大会式典の様子

主催者あいさつを述べる水上信宏町長 洋野町長表彰を受賞する被表彰者
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洋野町社会福祉協議会長表彰を受賞した被表彰者

記念講演を行った太田宣承氏

あいさつを述べる奥寺保雄町社協会長

大　会　宣　言
　近年、少子高齢化や核家族化など社会福祉を取り巻く環
境は急速に変化しています。また、家族や地域の支え合い
が希薄化し、孤独死や虐待の増加など地域社会の課題が多
様化・深刻化しています。
　国においては、児童、障がい者、高齢者、生活困窮者等
福祉分野の制度の見直しが検討されており、様々な地域課
題に対しては、地域住民と社会福祉関係者等との連携によ
る地域共生社会の実現を今後の福祉改革の基本とする方向
性が示されています。
　このような中で、私たち社会福祉に携わる者には、住民
が主体的に地域課題を把握し、解決を試みる社会づくりを
目指して、その多様化・深刻化が進む地域課題を受け止め、
相談・支援や解決に繋げる役割が期待されています。
　本大会では、住民主体の地域福祉活動の推進に向けて共
通認識を深め、豊かな福祉社会を実現するため、心をひと
つにして、更なる研さんを積むことを誓いつつ、次のこと
に積極的に取り組んでいくことを、ここに宣言します。

一�　町民誰もが住み慣れた地域で心豊かに、自分らしい暮
らしを人生の最後まで続けることができるよう、町民一
人ひとりが互いに心を通わせ支え合う、福祉コミュニ
ティづくりを推進します
一�　福祉、医療、保健、教育等の多様な組織、機関等との
ネットワークを強化し、町民とともに多様化・深刻化し
ている地域課題の解決に向け、より効果的な活動の展開
に努めます
一�　すべての子どもがより良い環境のもとで健やかに成長
できるよう、子育てにやさしい環境づくりを推進します
一�　福祉教育の推進やボランティア活動の振興などを通じ
て、住民相互の支え合い助け合いの機運を醸成し、災害
にも備えた安全安心な地域づくりに努めます
一�　障がいがある方が、社会の一員として地域で自立した
生活ができる環境を整備し、安心して暮らせるまちづく
りを推進します

　平成31年１月26日
� 平成30年度洋野町社会福祉大会
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歳末たすけあい運動の一環として開催された歳末たすけあい隠し芸大会の様子

赤い羽根共同募金運動実績

歳末たすけあい運動実績

募金総額　3,158,933円
◎目標額 3,234,000円　◎達成率 97.7％

募 金 種 類 件　数 実績額
戸 別 募 金 5,185件 2,603,700円
法 人 募 金 82件 217,000円
街 頭 募 金 1件 7,165円
学 校 募 金 10件 111,290円
職 域 募 金 84件 135,292円
イベント募金 4件 27,510円
窓 口 募 金 61件 42,917円
その他の募金 2件 14,059円
合　　　 計 5,429件 3,158,933円

募金総額　2,180,405円
◎目標額 2,200,000円　◎達成率 99,1％

募 金 種 類 件数 実績額
戸 別 募 金 5,199件 1,613,600円
法 人 募 金 8件 59,000円
職 域 募 金 46件 66,075円
イベント募金 1件 441,730円
合　　　　 計 5,254件 2,180,405円

赤い羽根共同募金運動 ・歳末たすけあい運動に
� ご協力ありがとうございました !!

平成30年度
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歳末たすけあい義援金配分報告

～平成30年度歳末たすけあい義援金配分内訳～

区　　分 件　数 金　額
寝 た き り 高 齢 者 ８件 40,000円
ひとり暮らし高齢者 361件 1,444,000円
心身障がい児（者） 122件 488,000円

計 491件 1,972,000円

地域でご協力いただいた
募金活動を紹介します

法 人 募 金

街 頭 募 金

学 校 募 金

イベント募金

（敬称略、順不同）

・㈱石倉建設・㈱岩本電機・栄大建設㈱・㈱大入商店・㈱カネ久三工藤製材所・㈱カンキョウ・梨子建設㈱北部営業所・
㈱ノブタ興業・㈱藤森・㈱長根商店・川崎食品㈱・㈱宏八屋・㈱サン・エナジー洋野・種市電工㈱・㈱吉成食品・㈱川
食・㈱内澤建設大野営業所・㈱上小路商店・㈱サダテ・㈱下重農園・㈱プライム下舘工務店・㈱平船商店・高山建設㈱・
㈱はやし工業・北部産業㈱・㈱みなもとダイハツ大野販売・中道建設㈱・㈱ミナミ食品・㈱林建設・㈱木村建設・㈱おお
のミルク工房・カース興業㈱大野営業所・㈲阿部保険事務所・㈲井河石油・㈲大久保商店・㈲桑原石材店・㈲薩摩建設・
㈲髙屋敷商店・㈲種市清掃社・㈲粒来板金工業・㈲中野衛生社・㈲ナカノハマ自動車整備工場・㈲梨忠商店・㈲浜渡工務
店・㈲柾谷測量・㈲丸大県北農林・㈲水上自動車整備工場・㈲横手商店・㈲フラワーショップ三恵・㈲沢菊種市店・八木
自動車整備工場・㈲郷栄建設・㈲山下電機設備・㈲八木タクシー・㈲津取場石油・㈲逸見工業・㈲玉澤重機建設・㈲八木
石油商事・農事組合法人八幡平ファーム・農事組合法人八幡平洋野牧場・㈲大野タクシー・㈲大野衛生社・㈲木村水道土
木・㈲源田建設・㈲源田技建工業・沢川電気㈲・㈲三富工業・㈲瀧音建設工業・㈲瀧屋・㈲ノダオートサービス・㈲洋野
産業・㈲福島工業・㈲福島工務店・㈲西大野商店・㈲長川建装・㈲三長建装・㈲カワダイ建築・農事組合法人アースクリ
エート・㈲グリーンワールド・㈲泥濘工務店・㈲みつば・太内田建築

・大野地区中心街
（平成30年10月５日）

・第11回洋野町シルバー芸能祭（平成30年10月20日）
・第13回洋野町農業祭（平成30年10月20日、21日）
・平成30年度洋野町文化祭（平成30年11月４日）

種市小学校

向田小学校

中野小学校

種市中学校

宿戸小学校

宿戸中学校

林郷小学校

大野高等学校

帯島小学校

　昨年末、町民の皆様からご協力いただいた歳末たすけあ
い募金は、歳末たすけあい義援金としてダイちゃんカード
会及び大野スタンプ会発行の商品券を町内対象世帯に民生
児童委員を通じて配分
いたしました。皆様の
心温まる善意に深く感
謝いたします。

中野中学校
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福 祉 の 話 題
社協が主催した事業を紹介します。

　３月４日、５日の２日間、アグリパークおおさわで
平成30年度ひとり暮らし高齢者の集い『ふれあい交流
会』を開催しました。
　この交流会は、種市地域在住の70歳以上のひとり暮
らし高齢者の方を対象に、孤独感の解消や仲間づくり
を推進することを目的に開催したもので民生児童委員
等含め２日間で延べ171人が参加しました。
　参加者たちは、町地域包括支援センター職員による
健康チェックを受け、入浴した後、昼食をとり、ステー
ジで披露される舞踊などのアトラクションを楽しみな
がら交流しました。

　３月６日、種市生活改善センターでひろの出会い支
援事業「婚活支援者セミナー」を開催しました。
　このセミナーは、県内の婚活事業の現状や先進地の
お見合い事業の取り組みなどについて研修し、婚活支
援者の結婚や婚活等に関する基礎知識の習得、情報共
有を図ることを目的に開催したもので、本事業推進委
員等18人が参加しました。
　当日は、一般社団法人日本結婚支援協会代表理事の
田口智之氏を講師に迎え、『岩手県の婚活事情とこれか
らの取り組みについて』と題して、講義をいただきま
した。

　３月１日、ひろの水産会館で平成30年度第４回社会
福祉講座を開催し、民生児童委員やボランティア、一
般町民等45人が参加しました。
　今年度第４回目となった今回の講座は、法テラス岩
手法律事務所常任弁護士の森田了導氏と法テラス岩手
事務局長の髙橋一人氏を講師に迎え、『やさしい法律講
座～身近な法律問題について～』と題して、講義をい
ただきました。
　同講座では、法テラス岩手の法律援助制度等につい
て説明があった他、借金問題やクーリングオフ、成年
後見制度等について、事例を交えながら詳しく講義を
いただきました。

心身の健康増進と孤独感の解消のために
平成30年度ひとり暮らし高齢者の集い『ふれあい交流会』

結婚支援者の結婚や婚活等に
関する基礎知識の習得のために

ひろの出会い支援事業「婚活支援者セミナー」

クーリングオフ制度や成年後見制度等について理解
平成30年度第４回社会福祉講座

（写真上）民生児童委員の皆さんによるアトラクションの様子

平成30年度第４回社会福祉講座の開会行事の様子 （一社）日本結婚支援協会代表理事の田口智之氏による講義の様子

（写真右）町地域包括
支援センター主任介
護福祉士の野田光枝
氏による講話の様子
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ひろの出会い支援センターのご案内
～素敵な出会いのチャンスを広げてみませんか～

　洋野町社会福祉協議会では、出会いや結婚を希望する独身男女を応援するため『ひろの出会い支援セ
ンター』を開設しています。
　センターでは、会員に出会い交流イベントや各種セミナー等の情報提供を行います。会員になって出
会いのチャンスを広げてみませんか。

❤会員登録について❤

　・条　件：（１）町内に居住又は勤務している20歳以上の独身の男性
　　　　　  （２）20歳以上の独身の女性（居住地の制限なし）
　・登録料：無料

❤会員になったら❤

　・洋野町及び近隣地域の各団体が行う出会い交流イベントや各種セミナー等の情報をお知らせいたします。
　・各種イベントやセミナー等の参加についてのご相談に応じます。
　・結婚活動（婚活）への助言や相談に応じます。

❤入会方法❤

　・登録手続きは、本人に限ります。
　・センターへ電話にて申し込み後、会員登録申込書を郵送いたします。
　・会員登録申込書は、洋野町社会福祉協議会ホームページからダウンロードすることもできます。
　・会員登録申込書に記入のうえ、センターへ来所又は郵送、ＦＡＸでお申し込み下さい。
　・登録いただいた個人情報は、センターで厳重に管理し、本事業以外には使用しません。

❤お申し込み・お問い合わせ先❤

　ひろの出会い支援センター
　　社会福祉法人洋野町社会福祉協議会
　　　本　　　所：〒028-7914　九戸郡洋野町種市第23地割27番地2
　　　　　　　　　TEL：0194-65-5360　FAX：0194-65-5450
　　　大野事務所：〒028-8802　九戸郡洋野町大野第56地割78番地30
　　　　　　　　　TEL：0194-77-2180　FAX：0194-77-2181
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日
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日
）、
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０
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９
』
を
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催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
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、
独
身
男
女
の
出
会

い
の
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っ
か
け
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
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催
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も
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で
、
男
女
各
15
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加
し
ま
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た
。
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日
は
、
男
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り
や
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タ
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ッ
フ
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事
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と
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ど
し
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め
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終
的
に
５
組
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カ
ッ
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ル
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
後
も
出
会

い
や
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
の
方
々

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

❤
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を
開
催
し
ま
し
た
！
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このページに関するお問い合わせは
◇町社会福祉協議会まで
本　　　所：☎６５－５３６０
大野事務所：☎７７－２１８０

ふくし情報コーナー
～ Information ～

～自動販売機の設置で地域貢献～

　設置に必要なもの

　設置のメリット

　平成30年実績

赤い羽根自動販売機（イメージ）

　岩手県共同募金会洋野町共同募金委員会では、地域福祉を推進するための財源確保のため、「赤い羽根
自動販売機」の設置推進に取り組んでいます。この自動販売機は、清涼飲料水の自動販売機による売り
上げの一部を寄付していただくもので、この募金は「ふれあいいきいきサロン事業」「一人暮らし高齢者
給食サービス事業」等、設置した地域の様々な地域福祉活動に活用されます。

赤い羽根募金自動販売機設置協力者募集赤い羽根募金自動販売機設置協力者募集

・設置場所の提供　約１㎡（スペースに応じた自販機が選べます）
・月々の電気代　2,000円程度（販売業者や自動販売機のタイプ等に
より異なります）

・町内設置台数　１台　　　・募金実績額　　14,058円

・自動販売機の管理（メンテナンス・在庫管理・商品補充・空き缶回
収等）は販売業者が行うため、設置者は時間や手間をかけずに地域
貢献をすることができます。
・売り上げに応じて所定の販売手数料が販売業者から設置者へ支払わ
れます。

※自動販売機は無償貸与され、設置に伴う費用も無料です。
※販売業者は、㈱伊藤園、ダイドードリンコ㈱、みちのくコカ・コーラボト

リング㈱などから選ぶことができます。
※売り上げの一部が共同募金会に寄付されます。寄付の割合は、販売業者に

より異なります。

　町共同募金委員会（町社会福祉協議会内）
　　本　　　所：ＴＥＬ 65－5360　  ＦＡＸ 65－5450
　　大野事務所：ＴＥＬ 77－2180　  ＦＡＸ 77－2181

　お問い合わせ先

ご寄付に感謝いたします
　平成30年４月以降、次の方々から当協議会にご
寄付をいただきました。
　地域福祉の充実のために役立たせていただきま
す。ありがとうございました。
・浜川静男　様� 50,000円
・ジャパンゴルフツアー選手会　様� 軽自動車１台
・ひろの歌謡協会　様� 40,000円
・「小さな親切」運動岩手県本部　様� 車いす１台

たすけあい資金貸付事業
　生活費や医療費及び災害等により、一時的に資
金を必要とする方に対し、資金の貸付業務を行って
おります。

◆貸付対象者
　�　町内に在住し、低所得世帯で民生児童委員に
おいて貸付が必要と認められる者
◆資金の種類及び限度額
　　生業資金 	  50,000円以内
　　生活資金 	  100,000円以内
　　災害援護資金 	  100,000円以内
◆貸し付けの条件等
　�　連帯保証人１名必要です。償還方法は、貸付日
から６ヶ月以内に月賦又は一括償還となります。
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